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1. 平成27年9月期第2四半期の連結業績（平成26年10月1日～平成27年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年9月期第2四半期 14,797 △1.2 2,347 38.6 2,477 37.3 1,951 37.3
26年9月期第2四半期 14,978 75.4 1,693 ― 1,804 ― 1,421 ―

（注）包括利益 27年9月期第2四半期 2,888百万円 （6.3％） 26年9月期第2四半期 2,717百万円 （332.6％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年9月期第2四半期 99.75 98.06
26年9月期第2四半期 74.22 71.95

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

27年9月期第2四半期 36,780 20,710 52.7
26年9月期 34,100 18,892 51.6
（参考）自己資本 27年9月期第2四半期 19,376百万円 26年9月期 17,588百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有 

配当予想の修正につきましては、本日（平成27年5月8日）公表いたしました「平成27年9月期通期連結業績予想及び期末配当予想の修正に関するお知らせ」を
ご参照下さい。 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年9月期 ― 0.00 ― 30.00 30.00
27年9月期 ― 0.00
27年9月期（予想） ― 35.00 35.00

3. 平成27年 9月期の連結業績予想（平成26年10月 1日～平成27年 9月30日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有 
業績予想の修正につきましては、本日（平成27年5月8日）公表いたしました「平成27年9月期通期連結業績予想及び期末配当予想の修正に関するお知らせ」を
ご参照下さい。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 31,000 6.3 4,600 42.1 4,750 33.7 3,900 31.1 199.40



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、添付資料P.3「2.サマリー情報（注記事項）に関する事項（3）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご参照下さい。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は、様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、本日（平成27年5月8日）公表いたしました「平成27年9月期通期連結業績予想及び期末配当予想の
修正に関するお知らせ」をご参照下さい。 
 
（四半期決算補足説明資料の入手方法） 
四半期決算補足説明資料は平成27年5月8日に当社ホームページへ掲載予定であります。 

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年9月期2Q 20,012,658 株 26年9月期 20,012,658 株
② 期末自己株式数 27年9月期2Q 359,204 株 26年9月期 479,604 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年9月期2Q 19,558,988 株 26年9月期2Q 19,149,001 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における世界経済は、新興国の成長鈍化や欧州の政治情勢不安、原油価格の大幅な下

落等先行き不透明な状況が続きましたが、米国においては順調な景気成長が見られました。一方、日本経済は、政

府の経済政策等を背景として企業収益や雇用情勢に改善が見られましたが、個人消費の持ち直しは足踏み状態で、

景気は緩やかな回復となりました。 

半導体市場においては、スマートフォンやタブレット端末向け各種デバイスの需要が好調でしたが、ＦＰＤ市場

においては、スマートフォン向けの中小型液晶パネルやテレビ向けの大型液晶パネルの需要が底堅い一方、価格面

での厳しい環境から設備投資等では力強さに欠く状況が続きました。 

このような状況の下、当社グループは、当連結会計年度を初年度とし2017年度を最終年度とする新中期経営計画

『Challenge17』の下、収益性にこだわりつつ、新たなステップを踏むための積極投資を推進する施策等の実行に

努めてまいりました。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高14,797百万円（前年同期比1.2％減）、営業利益2,347百

万円（前年同期比38.6％増）、経常利益2,477百万円（前年同期比37.3％増）、四半期純利益1,951百万円（前年同

期比37.3％増）となりました。 

 

＜セグメントの状況＞

（各セグメントの売上高は、外部顧客に対するものであります。）

 

セグメントごとの業績は次のとおりであります。

なお、当社グループは、平成26年10月１日付の組織変更に伴い、従来の「装置事業」から「ＴＥ事業」へとセグ

メント名称を変更しておりますが、セグメント情報に与える影響はありません。

 

① プローブカード事業

プローブカードは、スマートフォンやタブレット端末向けモバイルＤＲＡＭ用ＭＥＭＳ型アドバンストプロー

ブカードの需要が高水準に推移した他、ＣＭＯＳイメージセンサーや通信デバイス向けロジックプローブカード

の需要が増加し、好調な受注・売上となりました。利益面におきましては、これまで進めてきた原価低減や品質

コストの改善等施策が営業利益率を押し上げました。 

この結果、売上高は12,791百万円（前年同期比5.9％増）、セグメント利益は3,347百万円（前年同期比38.6％

増）となりました。 

 

② ＴＥ事業

半導体検査装置は、前年の設備投資の反動を受け、低水準の売上となりました。ＬＣＤ検査装置及びプローブ

ユニットも前年の４Ｋ液晶テレビの投資一巡から低調に推移しました。 

この結果、売上高は2,005百万円（前年同期比30.8％減）、セグメント利益は、業務提携を締結したGallant 

Precision Machining Co.,Ltd.からの技術ライセンス料収入もあり、158百万円（前年同期比15.3％減）となり

ました。 

 

（２）財政状態に関する説明

① 資産、負債及び純資産の状況

（資産）

当第２四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ2,680百万円増加し、36,780百万

円となりました。これは主に、現金及び預金の増加1,380百万円、たな卸資産の増加621百万円、有形固定資産の

増加449百万円等によるものであります。 

 

（負債） 

負債合計は、前連結会計年度末に比べ863百万円増加し、16,070百万円となりました。これは主に、支払手形

及び買掛金の増加992百万円等によるものであります。 

 

（純資産） 

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ1,817百万円増加し、20,710百万円となりました。これは主に、四半

期純利益の計上による利益剰余金の増加1,136百万円等によるものであります。 
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② キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、前連結会計年

度末に比べ1,215百万円増加し、10,699百万円となりました。 

 

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動により得られた資金は2,962百万円（前年同期比19.1％増）となりました。この主な内訳は、税金等

調整前四半期純利益2,480百万円、減価償却費598百万円等によるものであります。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動により使用された資金は1,113百万円（前年同期は897百万円の支出）となりました。この主な内訳

は、青森工場等の機械装置等、有形固定資産の取得による支出925百万円等によるものであります。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動により使用された資金は948百万円（前年同期は282百万円の収入）となりました。この主な内訳は、

配当金の支払額585百万円、少数株主への配当金の支払額298百万円等によるものであります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成27年２月４日付けで公表しました平成27年９月期通期の連結業績予想及び期末配当予想を修正いたしまし

た。詳細につきましては、本日（平成27年５月８日）公表いたしました「平成27年９月期通期連結業績予想及び期

末配当予想の修正に関するお知らせ」をご参照下さい。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更） 

（退職給付に関する会計基準等の適用） 

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成27年３月26日公表

分。以下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に

掲げられた定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、

退職給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を従

業員の平均残存勤務期間に近似した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの

金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。 

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。 

この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が114百万円増加し、退職給付に係る資産

が114百万円減少するとともに、利益剰余金が228百万円減少しております。また、当第２四半期連結累計期間の

営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。 

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年９月30日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 9,654 11,034 

受取手形及び売掛金 7,839 7,924 

製品 790 694 

仕掛品 1,844 2,480 

原材料及び貯蔵品 654 734 

その他 477 652 

貸倒引当金 △90 △102 

流動資産合計 21,169 23,418 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 4,055 4,276 

機械装置及び運搬具（純額） 1,371 1,624 

その他（純額） 3,146 3,120 

有形固定資産合計 8,572 9,022 

無形固定資産 906 918 

投資その他の資産    

投資有価証券 3,005 3,043 

退職給付に係る資産 117 - 

その他 545 613 

貸倒引当金 △216 △235 

投資その他の資産合計 3,451 3,421 

固定資産合計 12,930 13,362 

資産合計 34,100 36,780 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 3,216 4,209 

短期借入金 2,403 2,604 

未払法人税等 248 329 

賞与引当金 630 663 

役員賞与引当金 70 - 

製品保証引当金 667 680 

その他 2,955 2,640 

流動負債合計 10,192 11,128 

固定負債    

長期借入金 2,280 2,093 

退職給付に係る負債 1,588 1,803 

その他 1,145 1,044 

固定負債合計 5,014 4,942 

負債合計 15,207 16,070 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年９月30日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年３月31日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 5,018 5,018 

資本剰余金 6,096 6,075 

利益剰余金 5,149 6,285 

自己株式 △452 △339 

株主資本合計 15,811 17,039 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,687 1,797 

為替換算調整勘定 201 626 

退職給付に係る調整累計額 △111 △87 

その他の包括利益累計額合計 1,776 2,336 

新株予約権 79 70 

少数株主持分 1,225 1,263 

純資産合計 18,892 20,710 

負債純資産合計 34,100 36,780 

 

- 5 -

㈱日本マイクロニクス（6871）　平成27年9月期　第2四半期決算短信



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年10月１日 

 至 平成26年３月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年10月１日 
 至 平成27年３月31日) 

売上高 14,978 14,797 

売上原価 9,708 8,952 

売上総利益 5,269 5,844 

販売費及び一般管理費 3,575 3,496 

営業利益 1,693 2,347 

営業外収益    

受取利息 8 11 

受取配当金 2 2 

受取賃貸料 24 22 

為替差益 132 132 

その他 3 11 

営業外収益合計 170 180 

営業外費用    

支払利息 43 32 

その他 17 18 

営業外費用合計 60 51 

経常利益 1,804 2,477 

特別利益    

固定資産売却益 0 3 

新株予約権戻入益 7 - 

その他 - 0 

特別利益合計 8 4 

特別損失    

固定資産除却損 6 0 

その他 0 0 

特別損失合計 6 0 

税金等調整前四半期純利益 1,806 2,480 

法人税、住民税及び事業税 194 280 

法人税等調整額 △19 △1 

法人税等合計 174 279 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,631 2,201 

少数株主利益 210 250 

四半期純利益 1,421 1,951 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年10月１日 

 至 平成26年３月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年10月１日 
 至 平成27年３月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,631 2,201 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 658 110 

為替換算調整勘定 427 551 

退職給付に係る調整額 - 24 

その他の包括利益合計 1,086 686 

四半期包括利益 2,717 2,888 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 2,398 2,510 

少数株主に係る四半期包括利益 319 377 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年10月１日 

 至 平成26年３月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年10月１日 
 至 平成27年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 1,806 2,480 

減価償却費 620 598 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 81 － 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － 102 

賞与引当金の増減額（△は減少） 236 31 

製品保証引当金の増減額（△は減少） 2 3 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 15 24 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） － △70 

受取利息及び受取配当金 △11 △14 

支払利息 43 32 

新株予約権戻入益 △7 － 

売上債権の増減額（△は増加） △147 191 

たな卸資産の増減額（△は増加） △11 △492 

仕入債務の増減額（△は減少） △1,556 710 

未払金の増減額（△は減少） △63 △73 

その他 1,638 △254 

小計 2,646 3,269 

利息及び配当金の受取額 11 14 

利息の支払額 △43 △32 

法人税等の支払額 △125 △288 

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,488 2,962 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △242 △322 

定期預金の払戻による収入 － 179 

有形固定資産の取得による支出 △674 △925 

有形固定資産の売却による収入 2 7 

その他の支出 △4 △64 

その他の収入 21 13 

投資活動によるキャッシュ・フロー △897 △1,113 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入れによる収入 868 400 

短期借入金の返済による支出 △1,064 △454 

長期借入れによる収入 1,300 1,100 

長期借入金の返済による支出 △1,232 △1,065 

社債の償還による支出 △30 △30 

設備関係割賦債務の返済による支出 △61 △38 

自己株式の取得による支出 △6 △1 

子会社の自己株式の取得による支出 － △40 

少数株主からの払込みによる収入 42 － 

配当金の支払額 △189 △585 

少数株主への配当金の支払額 － △298 

ストックオプションの行使による収入 656 66 

財務活動によるキャッシュ・フロー 282 △948 

現金及び現金同等物に係る換算差額 251 314 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,124 1,215 

現金及び現金同等物の期首残高 6,323 9,484 

現金及び現金同等物の四半期末残高 8,448 10,699 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

セグメント情報

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成25年10月１日 至 平成26年３月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１. 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２. 
 

プローブ 
カード事業 

ＴＥ事業 計 

売上高          

外部顧客への売上高 12,080 2,897 14,978 － 14,978 

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

－ － － － － 

計 12,080 2,897 14,978 － 14,978 

セグメント利益 2,414 186 2,601 △907 1,693 

（注）１．セグメント利益の調整額△907百万円は全社費用であり、報告セグメントに帰属しない管理部門

等に係る費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成26年10月１日 至 平成27年３月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１. 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２. 
 

プローブ 
カード事業 

ＴＥ事業 計 

売上高          

外部顧客への売上高 12,791 2,005 14,797 － 14,797 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － － － － 

計 12,791 2,005 14,797 － 14,797 

セグメント利益 3,347 158 3,505 △1,157 2,347 

（注）１．セグメント利益の調整額△1,157百万円は全社費用であり、報告セグメントに帰属しない管理部

門等に係る費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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